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日
本
茜
の
着
物
が
完
成
！

　

京
絞
り
寺
田
の
主
人
、寺
田
豊
氏
が
自

ら
染
色
し
た
日
本
茜
の
生
地
は
見
事
に
染

め
上
が
り
、確
認
の
た
め
京
都
か
ら
草
月

会
館
に
反
物
を
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
し

た
。家
元
が
育
て
た
日
本
茜
に
よ
り
染
め

ら
れ
た
生
地
は
オ
レ
ン
ジ
色
と
い
う
よ

り
、ま
さ
し
く
茜
色
。や
さ
し
く
自
然
な

風
合
い
で
あ
り
な
が
ら
、色
鮮
や
か
な
輝

き
を
も
っ
て
お
り
、絞
り
の
模
様
か
ら
は

上
品
さ
と
動
き
を
感
じ
ま
す
。絞
り
に
よ

る
微
妙
な
生
地
の
し
わ
に
よ
り
、遠
く
か

ら
見
て
も
く
っ
き
り
と
表
情
が
わ
か
り
、

ス
テ
ー
ジ
で
も
模
様
が
認
識
で
き
そ
う
で

す
。染
色
確
認
の
一
か
月
後
、反
物
が
着
物

に
仕
上
が
り
、家
元
に
よ
る
細
部
の
最
終

確
認
を
終
え
て
、後
日
、正
式
納
品
さ
れ

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

北
山
杉
と
日
本
茜
で

植
物
の
成
長
を
学
ぶ

5
月
17
日
、23
名
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

北
山
杉
の
里
を
訪
ね
ま
し
た
。急
斜
面
で

育
て
る
た
め
の
台
杉
仕
立
て
や
、菩
提
の

滝
壺
に
あ
る
砂
で
磨
く
の
が
起
源
と
い
う

磨
き
丸
太
な
ど
、独
自
の
発
展
を
遂
げ
た

北
山
杉
。京
都
の
歴
史
と
も
に
日
本
文
化

を
支
え
て
き
ま
し
た
。ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

の
よ
う
に
朝
日
を
浴
び
た「
八
幡
宮
大
杉
」

と
樹
齢
5
0
0
年
の「
北
山
大
台
杉
」か

ら
自
然
の
神
秘
と
植
物
の
ち
か
ら
を
感
じ

ま
し
た
。

　

午
後
は
お
世
話
に
な
っ
て
三
年
目
の
日

本
茜
畑
で
苗
の
植
付
け
を
体
験
。全
員
で

手
分
け
を
し
て
ポ
ッ
ト
を
水
に
浸
し
、マ
ル

チ（
地
面
を
覆
う
白
い
ビ
ニ
ー
ル
）に
穴
を

あ
け
、植
え
付
け
、水
や
り
を
し
ま
す
。ま

だ
5
月
で
し
た
が
動
く
と
心
地
よ
い
汗
が

出
る
暑
さ
。夢
中
に
な
っ
た
作
業
の
後
は

思
わ
ず
充
実
の
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。日

本
茜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
幅
と
奥
行
き
を
広

げ
て
、創
流
祭
とGREEN

×EX
PO

 2027

を
め
ざ
し
て
さ
ら
に
邁
進
し
ま
す
。

草月 × 日本茜プロジェクト
No.15

INFORMATION お知らせ

完成したばかりの着物を披露する寺田豊氏。

日本茜の畑へ行こう！　最終募集！

© Expo 2027

プロジェクトエントリー募集！

9月に咲く日本茜の花。

（左）ツアーにて、大杉を囲み植物の力を感じる。（右）作業を終えて充実の笑顔。

勅
使
河
原
茜
家
元
監
修
、中
田
和
子
本
部
講
師
に
よ
る
指
導
で
、

2
0
2
7
年
の
花
博
め
ざ
し
て
日
本
茜
を
育
て
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

単
発
受
講
で
も
、充
分
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

畑
体
験
の
募
集
は
い
よ
い
よ
最
後
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

第
4
回
　
日
本
茜
の
お
世
話
＆
ミ
ツ
マ
タ
の
皮
剥
き
か
ら
和
紙
作
り
ま
で

2
0
2
6
年
9
月
20
日（
日
）
残
席
わ
ず
か
！

午
前
は
畑
作
業
、午
後
は
美
山
自
生
の
ミ
ツ
マ
タ
の
皮
剥
き
を
体
験
し
ま
す
。皮

剥
き
を
し
た
ミ
ツ
マ
タ
の
幹
は
い
け
ば
な
で
も
お
馴
染
み
の
素
材
。剥
い
た
樹
皮

を
使
っ
て
手
漉
き
和
紙
を
作
り
ま
す
。

＊
参
加
料

：

2
8
0
0
0
円
会
員
外
は
2
0
0
0
円
増　
＊
京
都
市
内
か
ら
貸

切
バ
ス
日
帰
り　
＊
バ
ス
、材
料
費
、昼
食
込
み　
＊
W
S
制
作
物
は
持
ち
帰
れ

ま
す　
＊
ご
自
宅
か
ら
京
都
市
内
ま
で
の
交
通・宿
泊
は
各
自
負
担
に
な
り
ま
す

第
5
回
　
日
本
茜
の
収
穫
＆
染
色（
1
泊
2
日
）　

2
0
2
6
年
11
月
22
日（
日
）〜
23
日（
月
・
祝
）
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

1
日
目
は
日
本
茜
の
収
穫
体
験
。2
日
目
は
収
穫
し
た
根
で
染
色
を
し
ま
す
。

2
日
間
た
っ
ぷ
り
日
本
茜
の
世
界
に
浸
る
旅
。参
加
料

：

4
9
0
0
0
円

＊
は
じ
め
て
の
方
は
、
別
途
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ン
ト
リ
ー
料
金
（
草
月
会
員

2
0
0
0
0
円
）が
か
か
り
ま
す
。支
部
エ
ン
ト
リ
ー
済
の
方
は
無
料
。

＊
今
後
の
予
定

●
第
6
回「
草
月
会
館
で
日
本
茜
染
色
」2
0
2
7
年
3
月
26
日（
金
）・27
日（
土
）

●
第
7
回「GREEN EXPO 2027

に
向
け
た
作
品
制
作（
仮
）」5
月
21
日（
金
）・
22
日（
土
）草
月
会
館

詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。エ
ン
ト
リ
ー
い
た
だ
い
た
方
は
優
先
的
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

﹇
お
問
合
わ
せ・エ
ン
ト
リ
ー
﹈

一
般
財
団
法
人
草
月
会
事
業
部　
日
本
茜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係

メ
ー
ル

：nihon-akane@
sogetsu.or.jp  

電
話

：

0
3-

3
4
0
8-

1
1
5
6
／
F
A
X

：

0
3-

3
4
0
5-

4
9
4
7

日本茜の根。 ミツマタの樹皮で和紙作り。

㊙ 
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●授業時間：10 時 30 分 〜 16 時　●受講料（材料費・昼食代込み）：15,000 円。入会金なし ●申込資格：草月師範会
会員 ●定員：40 名　●募集：随時受付中。郵便振替または会員サービス部窓口でお申込みください。［郵便振替口座］口
座番号：00180-6-119808 ／加入者名：（一財）草月会 教室運営課　※払込取扱票の通信欄に①受講希望日②会員番号
③名前④（お持ちの方は）メールアドレスをご記入ください。●申込締切：定員になり次第締め切り。※お申込み後のキャン
セル・ご返金はいたしかねます。※ 2026 年度より、ご入金後のお取り消し（ご返金および他の月への振替）はご容赦ください
ますよう予めお願い申し上げます。皆さまのご参加をお待ちしております。

公開講座 創作活動に役立つ技術やアイデアを学びます。きっと新しい世界が見えてきます !

●毎週月曜日　●10 時 30 分〜12 時 30 分　●受講料：7,000 円／１回（花材費 2 把分込み。月 4 回目以降は 6,000 円）
※証書申請可能。※ 8 月・祝日は休講となります。

INFORMATION  教室情報

※日程、講師は変更になることがあります。また、天災及びその他不可抗力による事由により、開講を延期または中止する可能性がございます。予めご了承ください。
変更が生じた場合は随時告知いたしますので、草月流ホームページをご確認いただくか、教室運営課または草月WESTまでお問合わせください。

原則としてお支払いはすべて現金のみとなります。

金 土 月
テーマ 講師

14 時 /18 時 10 時 30 分 /14 時 10 時 30 分 /14 時
9 月   4 日 5 日 7 日 花とのやりとり 日向洋一
10 月   23 日 24 日 26 日 創造の喜び 川名哲紀

●申込方法：新入会をご希望の方は、TEL・FAX・E-mail で事前にご連絡ください。毎月の受講は、日程・時間をご確認の
上、ご来館ください。 ●受講料（家元）：15,000 円（花材費 2 把分込み。同月 2 回目以降は 12,000 円）。／（本部講師）：
13,000 円（花材費 2 把分込み。同月 2 回目以降は 10,000 円）　

家元研究科

毎回テーマが設けられ、いけばなをさらに深く追究することを目
標とします。感性と技術を磨く最高の勉強の場です。草指連会員
の方なら、どなたでもご受講いただけます。複数受講割引もスター
ト。より深く学ぶことができます。AT賞選考対象クラス。

入会金・
再入会金が不要複数受講割引あり!

受講日 テーマ 講師 内容

9月30 日
　（水）

偶然の出会いを必然に
～平面作品といけばな～

午前は、水と墨で織りなす偶然の出会いを楽しむ平面作品
を制作いたします。午後は、その平面作品（ドローイング）
を環境と捉え、自身で描いた作品の前で植物をいけていた
だきます。
平面作品と立体作品の双方の関係性で完結する唯一無二
の作品を目指します。
線、色彩、余白をいつもより意識し、墨と植物の美しい出
会いを楽しんでください。

10月28 日
　（水）

「時の流れと移ろう秋」
―流木と柿渋を使って―

ダムで収集された流木を切り、組み合わせ、世界に一つだ
けの個性豊かなオブジェを制作します。 仕上げに塗るのは、
日本古来の天然塗料「柿渋」。その穏やかな風合いと、時
を重ねるごとに深まる色合いをお楽しみいただけます。秋な
らではの花材をプラスして、あなただけの秋色の世界を表現
してみませんか？

秋山美晴

樋口翠翔

9 月 
火曜 	　  1 日　中 村 草 山 	　  8 日　篠 崎 洵 雅 	　 29 日　片 山  健
木曜 	　  3 日　隅 出 美 泉 	　 10 日　石 川 己 青 	　 24 日　加 藤 久 美 子

10 月 
火曜 	　  6 日　中 村 草 山 	　 20 日　隅 出 美 泉 	　 27 日　五 十 野 雅 峰
木曜 	　  8 日　澤 田 晃 映 	　 15 日　篠 崎 洵 雅 	　 22 日　片 山  健

●原則として 6 日間、第 1・2・3 火曜と木曜　●10 時 30 分 /14 時 /18 時（各日 3 回開講）　●入会金：11,000円　
●月謝（月 3 回分）：13,000 円（花材費別 2,000 円／都度払い） ※証書申請可能。　※再入会金無料。再入会をご希望の
方は事前にご連絡ください。※月3回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（5,000円・花材費別 2,000円／都度払い）。

家元教室 資格を問わず、どなたでもご参加いただけるいけばな教室です。
ワンレッスン受講することもできます。

再入会金が不要

2026年度 講師特別テーマ：花伝書とわたし
　創流 100周年を前に、草月いけばなの原点のひとつである『花伝書』を 8名の講師それぞれの想いと共に
　深く掘り下げ、そこから新たな表現や学びを創造することを目指します（上記日程の青字の日に実施します）。

● 原則として3 日間、水曜もしくは金曜 ● 18 時（受付：17 時 30 分〜19 時 30分）　●入会金：11,000円　●月謝（月 3 回分）：
13,000 円（花材費別 2,000 円／都度払い） ※月3 回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（5,000円・花材費別 2,000
円／都度払い）。※家元教室・家元研究科（1回）への振替受講可。　※証書申請可能。　※遠方ワンレッスン受講も可（入会金
不要／ 1 都 6 県以外）。

再入会金が不要男子専科 初心者からベテランまで、男性限定のいけばな教室。いけばな作家や男性
指導者の育成をめざすクラス。ワンレッスン受講可能。

インターナショナルクラス 外国の方々を対象としたクラスです。授業は英語で行われます。

●毎週月曜日　●10 時 30 分〜12 時 30 分　●受講料：7,000 円／１回（花材費込み。月 4 回目以降は 6,000 円）　
※証書申請可能。※祝日は休講となります。

いけばなを通して植物に親しみ、ものを造るよろこびや楽しさを体験する教室です。お正月やクリスマスなど、
季節のお花も取り入れたお稽古で創造力を育成します。ぜひこの機会に、ご家族や身近なお子さま方への
ご紹介をお待ちしております。
実施期間：10 月 30 日 ( 金 ) まで
申込方法：お申込みフォーム（草月流ホームページ内）　※先着 10 名様限定

創流100周年記念 本部 「茜ジュニアクラス」　＼入会金無料キャンペーン実施中／ 

9 月
            2 日（水）　岡 崎  忍

10 月
            9 日（金）　森  彩 琳

           11 日（金）　秋 山 美 晴            16 日（金）　岡 崎  忍
　　　　25 日（金）　西 山 光 沙 　　　　28 日（水）　西 山 光 沙

9 月
　　　　　 7 日　	 高 木 水 染

10 月
　　　　　 5 日　	 福 島 光 加

　　　　　14 日　	 福 島 光 加 　　　　　19 日　	 坂 口 水 恵
　　　　　28 日　	 坂 口 水 恵 　　　　　26 日　	 石 川 己 青

■片山健師範によるデモ作品例（6 月） ■石川己青師範によるデモ作品例（4 月）
線と塊
植物を一つの造形的な要素として
扱うようになれば、それはその人
のたくましい実力になるだろう。
いつも偶然とか、まぐれあたりば
かりをやっていてはだめなのだ。
（『花伝書』P.89）

いけばなはスキ間の芸
術でもある。（『花伝書』
P.104）
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9月
金曜 	      4 日    石川己青 	    11 日　  中村草山 　  25 日　 五十野雅峰
土曜 	 5 日	  　〃 	    12 日	 　  〃  　 26 日	       〃

10 月 
金曜 	      2 日    加藤久美子 	    16 日　  石川己青 　  30 日　  中村草山
土曜 	 3 日	  　〃 	    17 日	 　  〃 　  31 日　      〃

家元研究科 受講者自らの植物表現を追求し、感性と技術に磨きをかけるクラスです。 
新入会・再入会大歓迎。AT 賞選考対象クラス。

●申込方法：はがき・ＦＡＸ・E-mailなどの書面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・会員番号をご記入の上、
草月WESTまでお送りください。 ●受講料（家元）：15,000円（花材費込み。同月2回目以降は12,000円）／（本部講師）：12,000
円（花材費込み。同月2回目以降は9,000円）

●月3回　金曜・土曜  ●金曜（14時30分／18時30分）、土曜（10時30分／14時30分）　●入会金：11,000円　●月謝：12,000円
（月3回分。花材費別：1把900円）●申込方法 ： はがき・ＦＡＸ・E-mailなどの書面で、希望日時・名前・雅号・住所・電話番号・資
格・門下別・会員番号をご記入の上、草月WESTまでお送りください。 ※証書申請可能。 ※月3回受講することが難しい方はワン
レッスン受講も可能（5,000円。花材費別／都度払い）。 ※見学可能。

毎回テキストのテーマからの 2 作、講師のデモンストレーションがあり
ます。たっぷり勉強できる充実の 2 時間。家元教室

入会金・
再入会金が不要

再入会金が不要

土曜日14時30分からの家元教室は、オンラインでも受講できます！

金曜 土曜
テーマ 講師

14時30分 10時30 分 /14 時 30 分
9 月 18 日 19 日 意識が、植物を変貌させ、個の作品に 中田和子
10 月 9 日 10 日 菊をいける 福島光加

11 月 20 日 21 日 花伝書より
「いけばなの創造・新しさ」 片山健

公開講座 ご希望のクラスを１回ごとにお申込みいただける魅力ある講座です。 
講師の個性がいかされたテーマにチャレンジできます。ぜひご受講ください。

●授業時間：13 時 30 分～ 16 時 30 分 ●受講料：6,000 円（教材費別。3,000 ～ 5,000 円程度） ●申込資格：草月師範会
会員 ●定員：20 名程度 ●申込方法：はがき・FAX・E-mail などの書面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・
門下別・会員番号をご記入の上、草月 WEST までお送りください。●申込締切：開催日の前々週の週末（ただし定員になり
次第締め切ります）。※日程、講師は変更になることがあります。予めご了承ください。

受講日 テーマ 講師 内容

8月27日（木）

【草月いけばな展
初出品応援席対応】
平面分割から
レリーフへ

3次元の空間表現であるいけばなに対して、レリーフは絵画
のようであり、彫刻のようでもある、2.5次元の表現だといえ
ます。この講座では、第107回草月いけばな展（東京・日本橋髙
島屋10月21日〜26日開催）初出品応援席指定のベース素材
を使って、平面分割の手法からレリーフを制作します。 展覧
会への出品も視野に、完成度の高い作品を作りましょう。

10月15日（木） 花器が発する主張を
きいて

花器は、水を入れるための道具ではないことを理解していま
す。しかし、花器（質感・形態・色）を二の次にしがちです。花器
の発するおもいをききましょう。今回は、そのことを着目点と
して、「造形（いけ）る」姿勢を学びます。

平石丹珠萠

本部家元教室（東京・京都）

「遠方ワンレッスン（家元教室入会不要）」のご案内  
ご旅行やご出張などで東京・京都にお越しの際に、草月会館（東京）・草月 WEST（京都）で、本部家元教室、
男子専科のレッスンを 1 回から受講できる「遠方ワンレッスン」をご利用いただけます。
普段の学びに加え、本部ならではのレッスンを体験いただける機会として、どうぞお気軽にご参加ください。

■入会金不要　■受講料（花材費込み）草月会館：7,000 円    草月 WEST：6,800 円
■対象
草月会館：東京・神奈川・埼玉・千葉・群馬・栃木・茨城以外にお住まいの方
草月 WEST：京都・大阪・兵庫・奈良・滋賀・和歌山以外にお住まいの方
■申込方法：事前にメールまたは FAX にて、受講を希望する教室（東京または京都）にお申し込みください。
■申込資格：草月を学んでいる全ての方
■ご注意
・ご受講の際は事前に親先生の承諾が必要です。その場合に限り、特例としてテキストの押印は行います。
・「遠方ワンレッスン」は昇格対象外です。昇格をご希望の場合は家元教室入会が必要です。
・「遠方ワンレッスン」は受講記録が残りません。

中田和子

草月会館・草月 WEST 共同同時開催講座！

あなたのクラスの作り方 2026
　　　　　　　　―好きが、もうひとつの仕事になる―  （1日講座／全 5回）

「好きが、もうひとつの仕事になる」
そう聞くと“ 今すぐ教室を始めたい人の話 ” に思えるかもしれません。でも実は、「いつか教えてみたい」と思っ
ているあなたにも、同じことが言えます。
いけばなを “ 習ってきた人 ” から、いけばなを “ 伝える人 ” へ。
この講座では経験を価値に変え、小さく教えることから始める具体的なステップをお伝えします。
今すぐ一歩を踏み出したい方も、リタイア後に向けて準備したい方も。「好き」を、次の役割に変えてみませんか。

受講日 時間 講師 テーマ（午前） テーマ（午後）

第1回：11月8日（日）
東京：秋山　京都：森

午前
10時30分  
     〜
 11時30分

午後
13時〜16時

※昼休憩     
あり

教室を始める？始めない？
～教室運営を将来の選択肢に～ 指導の前に押さえたい技術①

第2回：12月6日（日）
東京：森　京都：秋山

教室開始までの実務
                   ～やる事・考える事～ 指導の前に押さえたい技術②

第3回：2027年
　　　1月10日（日）
東京：秋山　京都：森

お金の話あれこれ
　 ～税理士さんをお招きして〜 指導の前に押さえたい技術③

第4回：2月14日（日）
東京：森　京都：秋山

指導の不安を解消する
      ～講評の大切なポイント～ 指導の前に押さえたい技術④

第5回：3月7日（日）
東京：秋山　京都：森

生徒の獲得・自身の活動 指導の前に押さえたい技術⑤

■申込方法：詳細については次号にてお知らせします。　
※お申込みいただいた方には事前にアンケートをお配ります。皆さまの疑問や不安をお知らせください。
　

秋山美晴

森 彩琳
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本部主催支部研究会・講習会
富山県支部 8月23日（日） 研究会　創造の森　越中座 桃井珀樹 ☎ 076-493-2862
愛媛県支部 9月6日（日） 研究会　松山市総合コミュニティセンター　第3・4会議室 玉井汀州 ☎ 090-9458-1477
鹿児島県支部 9月6日（日） 研究会　宝山ホール（鹿児島県文化センター）2階　第3会議室 木山智春 ☎ 099-259-2354
千葉県支部 9月12日（土） 研究会　草月会館４F教室 谷内裕珠 ☎ 043-308-3073
群馬県支部 9月13日（日） 研究会　群馬県生涯学習センター　研修室 後藤芳映 ☎ 0279-53-4933
山梨県支部 9月20日(日） 研究会　山梨県立青少年センター別館 丸山京峯 ☎ 090-8593-0013
茨城県支部 9月26日（土） 研究会　ひたちなか市勤労者総合福祉センター 大和田花凛 ☎090-2746-3698
熊本県支部 9月30日（水） 研究会　(株)鶴屋百貨店東館７F大ホール 山口夢花 ☎ 096-286-3455
岩手県支部 10月18日（日） 研究会　盛岡市総合福祉センター 4F講堂 千葉緑楓 ☎ 019-663-4414
長崎県支部 10月31日（土） 研究会 アルカスSASEBO　交流スクエア 小島星女 ☎090-5387-5985
大阪支部 11月29日（日） 研究会　天王寺区民センター 小林郷清 ☎090-7765-7855

支部展・支部主催イベント

栃木県支部展　地区いけばな展（県北）　
「＝100へのPROLOGUE～NORTH～＝」

9月5日（土）・6日（日）
那須野が原ハーモニーホール 1階交流ホール 木村爽陽 ☎090-7830-7792

長野県支部展　
「草月創流100周年記念 長野県支部いけばな展」

9月5日（土）・6日（日）
松本市勤労者福祉センター 浅井恵津 ☎090-4449-2785

東京南支部展　
「草月の秋  step to the future」

9月9日（水）～29日（火）
玉川髙島屋S.C. 中村美梢 ☎ 03-3467-6679

福岡県支部展　
「草月創流100周年記念 福岡県支部いけばな展
『100年の、いま。』」

9月17日（木）～22日（火・休）
博多阪急8階催場 片山紅早 ☎ 092-843-1875

関西ブロック展　　
「100周年記念関西ブロック展”繋ぐ”」

9月26日（土）・27日（日）　
※家元作品のみ10月9日（金）まで展示
奈良県　明日香村一帯

岩本知星 ☎ 090-2100-5299

大分県支部展　
「oita  花・奏でる」

9月26日（土）～28日（月）
大分銀行 宗麟館スクエア 菅 光美 ☎ 097-527-6817

熊本県支部展　
「草月創流100周年記念 熊本県支部いけばな展
『花は語る～未来へ～』」

10月2日（金）～4日（日）
（株）鶴屋百貨店 東館7F大ホール 山口夢花 ☎ 096-286-3455

栃木県支部展　地区いけばな展（県央）　
「＝100へのPROLOGUE＝～CENTRAL～」

10月3日（土）・4日（日）
大谷コネクト 木村爽陽 ☎090-7830-7792

福井県支部展　
「創造と遊び」

10月3日（土）・4日（日）
第1会場：越前陶芸村 文化交流会館
第2会場：草月陶房

久保田知仙 ☎ 090-2125-6799

広島県支部展　
「草月創流100周年記念 『いける。生きる。』」

福山会場：10月3日（土）・4日（日）
広島県民文化センターふくやま
地下イベントプラザ
広島会場：11月7日（土）・8日（日）
広島県民文化センター地下第1、2、3展示室

髙橋篁赫 ☎ 082-251-4572

石川県支部展　
「ともに創る　未来へつなぐ」

10月10日（土）～12日（月・祝）
金沢21世紀美術館　
地下1階　市民ギャラリーB

中谷萠洋 ☎ 0761-57-0397

東京西支部展　
「第30回『よみがえる樹々のいのち』展
ツナゲル⇔ツナガル」

10月13日（火）～11月29日（日）
国営昭和記念公園 樋口翠翔 ☎ 090-6040-8101

岡山県支部展　
「輝け！きらり！わたしの花」

10月19日（月）～25日（日）
愛美赤煉瓦館（倉敷アイビースクエア） 三宅寿肇 ☎ 086-428-2558

宮崎県支部展　
「舞～ひなたの空へ～」

10月24日（土）・25日（日）
宮崎空港 オアシス広場 石田南憧 ☎ 0985-47-8770

各地の展覧会
第32回長崎原爆資料館献花
～平和への祈り～

8月8日（土）～10日（月）　
長崎原爆資料館パビリオン 小島星女 ☎090-5387-5985

いけばなデモンストレーション・ワークショップ 8月27日（木）～29日（土）　
パクルオイス（リトアニア共和国） 武藤虹水 ☎ 058-276-6611

創流100周年記念　100の会「秋」 9月5日（土）～8日（火）　草月会館2階談話室 佐藤容星 ☎ 03-3416-1920

「花、在る」（秋山美晴社中展） 10月11日（日）～12日（月・祝）　
CASICAスタジオ（東京・江東区） 秋山美晴 hanaaru2026

@gmail.com
平石丹珠萠個展 11月5日（木）・6日（金）　京都市国際交流会館 平石丹珠萠 ☎ 075-871-5429

いけばなグループ「ふあり」北村青葭社中展
「花笑う」

11月5日（木）～10日（火）　11時～19時
京王聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター
5Fブリッジギャラリー

北村青葭 ☎090-9830-7892

Afterglow ―残照―
（モランジュ真紀子社中展）

11月6日（金）～8日（日）　
Regent Hong Kong（香港・九龍） モランジュ真紀子 makikomorange

@gmail.com
刻（とき）をいける―12人の息吹
（レッツ・トライ・デモンストレーション
8期発表会）

11月28日（土）・29日（日）　
けやきの森 季楽堂（東京・練馬区） 堀 蕙柯 ☎ 090-1253-8940

創流100周年記念　100の会「お祝い花」 2027年1月15日（金）～17日（日）　
草月会館1階草月プラザ 佐藤容星 ☎ 03-3416-1920

フラワーク　

とらや赤坂本店 3階茶寮
～8月27日 齋藤瑛康

赤坂見附8月28日～9月28日 遠山草素
9月29日～10月28日 佐土原夏葉

ザ・キャピトルホテル東急 3階ロビー・1階エントランス 常設 座・草月 溜池山王・国会議事堂前

ホテルニューオータニ東京 ロビー階
～8月26日 久保島一超

赤坂見附・永田町・麹町8月28日～9月29日 竹中麗湖
10月1日～11月10日 日向洋一

ホテルニューオータニ幕張 ロビー（秋の装飾） 10月3日～11月8日 千葉県支部 海浜幕張

ホテルOMO3 東京赤坂
フロント

8月 尾﨑霞洋
赤坂見附・赤坂9月 大薗彩芳

10月 北島里夏
フロント／竹オブジェ 常設 御手洗直己 赤坂見附・赤坂

横浜ベイホテル東急　 B1階神殿口・神殿前 常設 御手洗直己 みなとみらい･桜木町
ラフォーレ原宿 GR8 2.5階 常設 高嶺一染 明治神宮前･原宿
ホテルエミオン京都 3階ロビー 常設 京都支部 梅小路京都西
草月会館日本間
開場時間:初日は午後から、最終日は午前中まで

8月31日～9月11日 北島里夏
青山一丁目

9月28日～10月9日 粕谷星華

年間行事予定
8月8日（土）～16日（日） 草月会館　夏季休館日
8月17日（月）～19日（水） 学校いけばなサミット2026・夏（草月会館2階談話室）
9月1日（火）～10日（木） 花の歳時記（草月会館入口）　
9月6日（日） 第1回いけばなの源流 ―古典花道の思想と歴史から（草月会館4階教室）
9月9日（水）～29日（火） 草月の秋（玉川髙島屋S.C.）　※9月12日（土）にグランパティオにて家元と座・草月のパフォーマンス
10月15日（木） 財団理事会（草月会館）
10月21日（水）～26日（月） 第107回草月いけばな展（日本橋髙島屋）　
2027年
4月13日(火)～17日(土)・19日（月） 100周年記念家元特別展示（花・陶・ペインティング）「COLORS」（草月会館5階日本間）　　

【草月会館土・日・祝日特別開館日】草月会館の特別開館日は、以下の通りです。その他の土・日・祝日、夏季・冬季休館日中は、草月会館
は休館しております。9月5日（土）、10月24日（土）   ※草月WESTは月曜定休。臨時休業もありますので、お問合わせください。

※各日程は急遽変更になる可能性があります。

家元出品

家元出品

家元出品家元出品家元出品家元出品

家元出品

CALENDAR カレンダー
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お問合わせ ［ 事業課 ］　
TEL：03-3408-1156 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：kikaku@sogetsu.or.jp
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「
い
け
る
。生
き
る
。」
開
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2026 年10 月 21日（水）～10 月 26 日（月）　
前期：10 月 21日（水）～ 23 日（金）　後期：24 日（土）～ 26 日（月）

日本橋髙島屋 S.C.　本館 8 階ホール
10：30 ～ 19：00（19：30 閉場）　
※ 23 日は 15:30 まで（16:00 閉場）、26 日は 16:30 まで（17:00 閉場）
当日券 1,200 円（税込）、前売券 1,000 円（税込）　※中学生以下無料

【 監修 】勅使河原茜家元
【 主催 】一般財団法人草月会

※出品応募に関しましては、既に締め切っております。
※会期や内容は変わることがあります。また天災及びその他不可抗力による事由により、
草月いけばな展の開催を延期・中止する場合がございますので、予めご了承ください。

第106 回草月いけばな展（2025 年）の家元作品

INFORMATION  お知らせ

【特別講座】いけばなの源流 ―古典花道の思想と歴史から
草月のいけばなはどのような背景から生まれたのでしょう
か。この講座では勅使河原蒼風『草月五十則』『花伝書』
を手掛かりに、室町時代以降の古典花道の思想と歴史
を辿りながら、いけばなの源流を探ります。
※本講座は実際に花をいける実技ではなく、講義を聴き
ながら理解を深める内容を予定しております。

【 講師 】
村井孝行（むらい・たかゆき）
東京大学人文社会系研究科美学芸
術学博士課程中退。専門分野は室
町時代の花道伝書を中心とする日
本中世芸道思想の研究。古典花道
と花道伝書研究を岡田幸三師に師
事。花道伝書の翻刻として池坊専定

「生花巻（文化七年相伝）」（『生花
資料集成』2001 年 / 茶華企画）等。「滴の会」同人。

【 日時 】
第１回：9 月 6 日（日）
第 2 回：11 月 3 日（火・祝）
第 3 回：2027 年 2 月 7 日（日）
各回とも14：00 ～（90 分程度）

【 受講対象者 】どなたでも

【 受講料 】
受講方法を以下 2 通りからお選びいただけます。
①対面（草月会館にご来館）の場合
草月師範会 会員：3,500 円（税込）　
草月師範会 会員外：4,500 円（税込）
②オンライン（Zoom を利用）の場合
草月師範会 会員：3,000 円（税込）
草月師範会 会員外：4,000 円（税込）

【申込方法】
①対面（ご来館）
ご来館、FAX、メール、電話のいずれかの方法にて事業
課までお申込みください。追って払込票をお送りいたしま
す。当日は直接草月会館までお越しください。
②オンライン通信
Peatix サイトから直接お申込みいただけます。開講日近く
になりましたら受講用 URL をお知らせいたします。
また、後日見逃し配信（期間限定）をいたします。

【 お申込み開始日 】
申込受付中　
※対面は満席になるまで（オンライン受講の定員締切は
ありません）

お問合わせ ［ 事業課 ］　TEL：03-3408-1156 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：kikaku@sogetsu.or.jp

【 配信 】「草月ってなんだろう？」
「草月ってなんだろう？」を考えるためには、今だけでなく過去の草月も知るべし！
今年は 100周年企画として『映像で知る草月』を配信します。

【 受講対象者 】草月を学んでいる方ならどなたでも
【 視聴期間 】2026 年 9 月 30 日 23：59 まで　
【 視聴料 】1,100 円（税込）
【 視聴方法 】以下 URL、もしくは右の QRよりアクセスしてください。
https://webinar.sogetsu.or.jp/

配信サイトはこちらから→

お問合わせ ［ 事業課 ］　TEL：03-3408-1156 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：kikaku@sogetsu.or.jp

草月流初代家元・勅使河原蒼風

心をひとつに 100周年へ
100周年期間がスタートして早くも4カ月が経ちました。いま世界各地で 100周年を記念す
る展覧会やイベントが華 し々く開催され、どの会場も会員の皆様の熱い想いで大いに盛り上
がっています。
第 107回となる今回の草月いけばな展は、タイトルを 100周年のテーマ「いける。生きる。」
といたしました。来る100周年、さらにその次の 100年に向けて、人の手が創りだす可能性
を信じ、あなただけが生み出すことのできる唯一無二の花を追求していただきたいと思ってい
ます。
今回は特別エリアとして、私が長年作り続けてきた陶器とガラスの花器にいけていただくコー
ナーを設け、さらに、フレッシュなメンバーによる「初出品応援席」を復活させることにいたし
ました。
国内外から集う草月人が心をひとつに 100周年を寿ぎながら、次の 100年へと繋がっていく、
美しくもダイナミックな展覧会となることを心から願っています。

草月流家元 勅使河原茜


